
市民学習会（マイナンバー制度を再考する）の次第

２０２４年２月３日

１８：００ 開会の挨拶

   埼玉弁護士会 会長 尾崎 康

１８：０５ 講演

   實原隆志氏 南山大学大学院法務研究科教授

    マイナンバー制度の狙いと規律

長久保宏美氏 東京新聞編集局デジタル編集部編集委員

    マイナ保険証をめぐる問題点と今後予想されるトラブル

１９：００ 休憩

１９：１０ 講演

   稲葉一将氏  名古屋大学大学院法学研究科教授

    健康保険証とマイナンバーカードの「一体化」―その構造と課題―

   林敏夫氏   自治労連埼玉県本部

    個人情報が公的機関により利活用されている現状について

１９：４５ 休憩

２０：００ パネルディスカッション

   稲葉一将氏

實原隆志氏

長久保宏美氏

山崎利彦氏（埼玉県保険医協会理事長）

                         ※五十音順

２１：００ 閉会の挨拶

   埼玉県保険医協会 副理事長 渡部 義弘     
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【マイナ保険証をめぐる問題点と今後予想されるトラブル】 

東京新聞・編集委員 長久保宏美 

①保険証廃止は政治判断。専門家の審議を経ず廃止日決定 

・2022 年 6 月 7日の閣議決定で保険証は選択制で希望すれば交付

②厚労省は事前にトラブル予測 

・自治体系と医療系の文字コードの違い

③全国保険医団体連合会の実態調査 

・保険資格無効・顔認証エラー・負担割合間違い・10割請求

④次々繰り出す政府の弥縫策 

・資格情報のお知らせ・被保険者資格申立書 

・暗証番号不要（顔認証）マイナンバーカード導入 

⑤障害者家族・高齢者施設の悲鳴 

・後見人なし、家族なし、認知症のお年寄りも更新する？

⑥経団連の提言と日本の医療行政 

・高齢者の負担増と拠出金削減 

→「社会保険料負担が現役世代経済の足かせ」 

⑦今後、予想されるトラブル 
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